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ゲーテの「ファウスト」の面白さについて

中野和朗

はじめに

ゲーテの「ファウスト」について，これまですでに，さまざまな観点から膨大な書が著わ

されていて，全て語り尽くされた感さえある。だから，あらたに何かを害き加えるのは屋上

に屋を重ねることになるにちがいないと思われ，ためらいと気おくれを禁じざるを得ない。

しかもこの作品は，一般的に偉大な作品で，難しく，時として冗長で退屈でさえあるという
●　　　■　　　●

のが定評となっている。だから，そういう作品の面白さについて語るなどというのは，いか

にも奇を街っているとの誹りを免れえないであろう。

「フ7ウスト」は，作者自身によって「悲劇」（Tragbdie）と名付けられており，何処か

ら眺めても正真正銘のドラマであるにも拘らず，時間的にも空間的にも想像を絶する劇的広

大さや，複雑多彩に展開する筋立てなど，およそ従来の常識的理解を超えているため，舞台

で演ずることは不可能との観方が生まれた。そして「ファウスト」は，演じられるドラマ

（Spieldralna）ではなく，読むドラマ（Lesedrama）という見解が主流となうた。例えば，

「私たちがいわばナイーブな読者として作品『ファウスト』を読んだ時，何処が魅力的なの

か，何が私たちの心をとらえるのか，　　そういうようにして作品「ファウスト」の魅力を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お砂Tって行った時，例えばその時代と文化の問題も自ずと姿を現わしてくるはずですし，われ

われの時代と文化との関わりも見えてくるはずです。それは一ロに言えば，『ファウスト』
、　　「b　　「暫　　「L　　、　　、　　、　　、　　、

を文学作品として読むということです。」｛1，（傍点は筆者）という主張は，たしかに，「ファ

ウスト」は，哲学書とか道徳の本あるいは，人生論として読まれるべきではないという意味

で述ぺられたものであるにせよ，「ファウスト」の魅力は，「演じられるドラマ」として読む

ことによってこそ発見できるという主張ではなく，やはり伝統的な「読むドラマ」としての

視点からの発言である。この視点から「ファウスト」を読むと，おしなべて，この中から深

遠な哲理や，崇高な人生訓といったものを学び掻ろうとする誘惑に呪縛されてしまうものの

ようである。

「とにかくドイツ入というのは奇妙な人間だ！一彼らはどんなものにも深遠な思想や理

念を探しもとめ，それをいたるところにもちこんでは，そのおかげで人生を不当に重苦しい

ものにしている。一さあ，もういいかげんに勇を奮って，いろんな印象に熱中してみたら

どうかね。手放しで楽しんだり，感激したり，奮起させられた’り，また教えに耳を傾けたり，

何か偉大なものへの情熱を燃やして，勇気づけられたらどうかね。」②というゲーテ自身のこ

とばは，「ファウスト」を受け止める態度についてたいへん暗示的である。これはとりも直

さず「ファウスト」を「読んで学ぶドラマ」から，「演じられて享受されるドラマ」への解

放を期待したものと聞くこともできる。

「ゲーテは晩年しばしばこの作品が，笑談（Scherz）と真剣さ（Emst）の結合であると

言明している。死ぬ5日前（1832年3月17日）ヴィルヘルム・フオソ・フソボルトへの手紙
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で，『この非常に真剣な笑談』と言っている。〈笑談〉というのは遊び，たわむれの意味であ

る。作者自身，想像力を自由奔放に働らかせて，奇想天外な思いつき，とっびな連想，軽妙

なユーモアを楽しんでいるが，それは読者・観衆を驚かせ，笑わせ，ぞっとさせ，またほろ

りとさせ，ときにはうっとりさせたり，しんみりと考え込ませる。崇高，深遠なものから，

優美，華麗，滑稽，ユーモア，さらに不気味，グロテスクと，美学的カテゴリーのすべてを

尽くしている。これらの変幻きわまりない交代に，この遊びがある。そしてこの作品の冒頭

の『劇場での序幕』は，読者・観衆との関係における一種の美学のプログラムと言うべきも

のだが，その中で《道化役〉のロを借りて，SpaB（笑談，笑い，楽しさ，娯楽）こそが文

学・演劇の，もっとも本質的な機能のひとつであることを述べている。

何といっても，みんなはそいつ（SpaB）を欲しがっています。そいつをやり．やなきゃ

なりません。（78行）」く3｝

この見解は傾聴に値いする卓見である。rSpaBという要素こそ文学・演劇のもっとも本

質的な機能のひとつである」という認識こそが，「ファウスト」受容に際してとくに重要で

ある。この作品はScherz（冗談，戯れ）だと述べるゲーテの真意は，だから，観客が率直

に，おおらかにこれを存分にSpaBとして享受して欲しいということなのではなかろうか。

誤解を怖れずに言えぽ，ゲー・テの「ファウスト」こそ，ゲーテ残後160年経ってもいまだ

にそれを凌駕する作品が現われない空前絶後の大エンターテイメントなのである。

第1章　「劇場での前芝居」（Vorspiel　auf　dem　Theater）にっいて

ゲーテの「ファウスト」には，悲劇第1部の幕前に三つのプロローグが置かれている，

「献げることば」「劇場での前芝居」「天上の序曲」である。この三つの中で，Lesedrama

として受け止める立場からは，伝統的に「天上の序曲」にとりわけ大きな比重が置かれてい

る。そして不思議なことに何故かr劇場での前芝居」は無視されるか軽視されている。
、　　「L　、　　、　　「L　　、　　、　　、　　、

例えば，「『舞台の前曲』はこの作品に直接の関係はないが，舞台を構成する三人の人物の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　、　　、　　、　　、竄閧ﾆりは，とくに詩人の感慨がおもしろく，くり返し読まれるに値いする珠玉の小曲とい

ってよい」㈹（傍点は筆者）という評雷は，いかにもとりすました，通り一遍のあいさつの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あげつらｴじがする。自信が全くないのにひとさまの言葉を論うのは気がひけるが，「『舞台の前曲』

、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、

はこの作品に直接の関係はない」という点にだけはどうしてもひっかかってしまう。という

のも，「舞台の前芝居」こそは，この作品に本質的にぬきさしならぬ深い関わりを持ってい

ると考えられるからである。ここでも，またもやLesedrama派とSpieldrama派との本質

的な理解の違いが天と地の距りをもって現われるのである。

Spieldrama派から見ると，この「前芝居」こそ，「ファウスト」全曲の性格規定をなす，

たいへん重要な部分なのである。

作家の書いた脚本は，舞台化されること1によってはじめて本来の生命を持つことになる。

舞台化はディレクターの手によってなされる。

「舞台の前芝居」の中でディレクターの主張は一貫している。

’「わたしは，』大勢の人びとを，ぜひ喜ばせてやりたい。／なんといっても，大勢に受

ければ，われわれも潤うことになるからね。」（37行～38行）

u
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「だが，何より盛りだくさんにやってほしいねノ／お客は見に来る，なんでも見たがる

ものだ。／だから，いろんなものを目の前にくりひろげれば，／みんな，おどろいて見
とれてしまう。」（90行～93行）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ一一結局，あいめいが自分で好きなものを見つけ出すんだ。／数多く出してやれば，選

りどり見どりというわけで，お客はそれぞれ，けっこう満足して帰ってゆく。／あんた

が芝居を書くからには，まず芝居気たっぷりにしてもらいたい！」（96行～99行）

つまり，企業家でもあるディレクターは、「大当り」をとりたいのである。そしてリアリ

ストである彼は，どのようにしたらそれが叶えられるかをよく知っている。

ディレクターの「芝居気たっぷりにしてもらいたい」との要請に対して崇高なミ昌一ズの

使徒にふさわしく，作家は，次のような異議をとなえる。

「よしてください，あんな雑多な大衆の話は。／連中のすがたを見ると，文学の精神は

’　逃げてしまいます。／わたしたちを無理やりにあの渦へ引き入れる／人波の雑踏など，

わたしの目に見えないようにしてください。／むしろ，わたしを静かな天国の片隅へ連

れて行ってください。／詩人のためにひたすら清浄なよろこびの花が咲くところへ，／

愛と友情が，神々の御手で／わたしたちの心の祝福を創り出し，はぐくんでくれるとこ

ろへ。」（59行～66行）

「作家が万人の胸をゆり動かすのは，何によるのです？／作家が地水火風の力に打ち勝

つのは，何によるのですか？／それは，美の譜調ではないでしょうか，つまり胸から溢

れ出て，／ふたたび心のなかへ世界を吸い入れる力です。（138行～141行）

それは，まさしく作家のうちに示顕する，人間の力ではありませんかP」（157行）

作家のこのような現実逃避的態度にたいして，活き活きとした楽しい舞台創りを求める役

者である「道家役」（Lustige　Person）は次のように主張する。

「みんなは笑いたがっている。笑わせなきゃならないんですよ。／しっかりした作者が

一人いるということは，／それだけで，大したことだと，あたしは思いますよ。／自分

の思いを伝えて人を愉し6くさせることができる人は，／大衆の気まぐれなんぞ，気にす

ることはないのです、／そういう男なら，むしろ大観衆を望みますね，／座を湧かせる

のも，そのほうが確実ですから。／だから，先生，しっかりして，ひとつ，お手本を見

せてください。／空想のうえに，理性，知性，感情，熱情と，／さまざまなコーラスを

全部添えるのです。／しかし，いいですかノお道化を忘れちゃいけませんぜノ」（78行

～88行）

「なま身の実生活のなかに踏み込むのですノ／だれでも他人の知らぬ豊かな人生を生き

ており，／そいつを掴みとって見せさえすれば，面白いのです。／採色はにぎやかに，

形はぼかして，間違いだらけに真実がちらり，／こうしてできあがったとびきりの美酒

で，／世の人はみんな元気づき，ありがたがります。」（167行～173行）

道化役は、後世（Nachwelt）にまで名の残る真正な芸術の創造に固執する作家に対して

今の世（M｛twelt）の人々への演劇的効果こそ重要なのだと反論しているのである。その効

果とはまさに「気晴らしをさせること」（SpaB　machen）なのである。｛5，そしてその効果は，

なま身の実生活（das　volle　Menschenleben）を舞台に活写することによって実現できると

昌旨っているのである。　　　　　　　　一
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気晴らしをさせる（SpaB　machen）要素こそ，まさにゲーテが「ファウスト」に注ぎ込

んだもっとも重要なものだということが，以上のことから明らかではないだろうか。つまり，

観衆を楽しませ（behagen）気晴らしをさせる（SpaB　rnachen）空前絶後の一大エソターテ

イメントとすることがこの作品を創る最も根本的な動機，もしくは狙いだったという点がと

りわけ重視されるべきであろう。

前代未聞のエソターテイメソトであるためには，ありとあらゆる手段に訴えて楽しみの効

果を高あなけれぽならないが，「舞台の前芝居」は，座長の次のような口上で締めくくられ

ている。

「ご存じのように，ドイツの舞台では，／各人がやりたいことを試みる。／だから，わ

たしに遠慮なく，こんどの芝居は，／背景も仕掛けも，好きなようにやうてほしい。／

照明なんぞ，日の光も月の光も使ってよろしい。／ふんだんに星もひからせなさい。／

水にも，火にも，岩山にも，／それから，獣にも鳥にも，不足はない。／そうして，こ

のせまい板張小屋のなかで／神の創造された全領域を股にかけ，適度な速度で漫遊して

もらおう。／天上から，この世をとおって地獄までノ」（231行～242行）

ファウスト伝説は，その妖しげな魅力によってすでに当時ひろく民衆の間に，ひろまうて

いたし，また人気のある民衆劇として人々を楽しませていた。だからファウストは，民衆に

大受けをするエソターテイメントとしての基本的条件を充たした絶好の題材であった。少年

時代からファウストの魔力に魅了されたゲーテは，自分の「ファウスト」の舞台化をたびた

び試みたといわれる。実際にゲーテ自身が描いた舞台コソテがなん枚も残されている。たし

かに地獄，現世，天国の全領域をまたにかけてくりひろげられる「ファウスト」劇を従来の

狭小な劇場で，未熟なi舞台技術で上演することは，無謀な挑戦といわねばならない。にも拘

わらずこの間，ほぼ2世紀にわたりさまざまな多くの「ファウスト」上演の試みがくりかえ

しなされてきている。「ファウスト」の魔力にとりつかれる人間が後を断たないということ

であろう。これらの事実は，「ファウスト」は，Lesedramaなどではなく，飽くまでも

Spieldramaだということの疑問の余地のない証しである。

これからもより1ましな「ファウスト」の舞台創りへの挑戦が終わることなく続くことであ

ろう。

第2章　「面白さ」へのさまざまな工夫

｛1）フプウストの若返えり

芝居が面白いということは，観客が舞台に惹きつけられて退屈しないということである。

そのためにさまざまな工夫がこらされる。例えば，奇想天外な事や叶わぬ願望の実現である。

「もし人生をやり直せたら」，「生まれかわることができたら」という願いは，一回限りの

人生しか生きられない人間にとっては叶わぬ願望である。ところがゲーテは，これをファウ

ストに叶えさせている。これを見せられて，観客の目が舞台に釘づけにされないはずがない

であろう。

財産も名声も世間の栄華も，人並の家庭生活も，恋も享楽も，凡そ人間の通俗の人生を全
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て犠牲にして学者ファウストは，世界をもっとも深い内部で統一するものの本体を知るため

に（383行），学究一筋に生きてきた。

「哲学も，法学も，医学も，それによけいなことに，神学までも，一所懸命勉強して，

究められるだけきわめた。」（354行～357行）ところが，「情けないノばかなおれは，こ

のとおり，以前にくらべて，すこしも賢くなっていない。」（358行～359行）「そして分

かったのは，なんにも知ることができない，ということだけだノ」（364行）

という有様である。これは，他の全てをかえり見ず，仕事一筋で停年を迎えた猛烈会社人

間とどこか共通している。彼は失ってしまった人生を取り返すためにやり直すほかない。通

常では不可能な人生のやり直しが，ファウストには，絶好の狂言まわしでもある，愛すべぎ

悪魔メイフィストの援けにより可能となる。

妖しく愉しい見せ物的場面である「魔女の厨」において，ファウストは見事に変身する。

ところで，生まれ変わったファウストはどんな人生をやり直そうとするのか、彼は，どん

な願いも叶えてくれる頼りになる悪魔メイフィストを同伴者として人生の再出発をする。彼

はいまや凡ゆる束縛から解き放たれた者となり，時間と空間を超え，人類的体験の全てを自

ら体験し尽くそうとする。

限られた短い時間を，狭小な世界の中で，一回限りの人生しか生きることのできないとい

う運命を甘受せざるを得ない者たちにとって，ファウストの再生の人生はまさに夢であり，

羨望である。しかも眼前に展開されるのは，きわめて親しみの持てる身近かな俗世界から，

華美な大世界，さらには夢幻とおとぎの世界へと果てしもなく拡がり，観衆を飽きさせるこ

とがない。話の筋も，甘美な恋愛メロドラマから，哀しく無惨な大悲劇へ，そして一転して

幻想と豪華絢燗たる大スペクタクルへ，更には壮厳な宗教的ドラマへと可能な限りの凡ゆる

タイブのドラマが手をかえ品をかえて展開されるのである。

「ファウストの再生とその人生の展開」は，このように効果的に「面白さ」をかもし出し

ている。

②　タイムスリップの効果

人間は，「過ぎ去った時」にそこはかとなき郷愁を誘われるものらしい。再生不可能故に，

消え去ったものは全て美しく，憧憬の気持をかきたてる。そして過去の再現，再体験は人間

にとって果てしなき願望となる。

かくてタイムスリップは，このような願望充足に応える効果を舞台の上で発揮する。「フ

アウスト」においては，このタイムスリップによる世界がふんだんに出現する。

ファウストは，その幻影にすっかりとりつかれた絶世の美女の誉高いヘレナを求めて，ヴ

アーグナーが創り出し幽人造人間ボムンクルスとメイフィストと共に，古代ギリシャの世界

ヘタイムスリップする。悲劇第2部第2幕第3場，「古典的ワルプルギスの夜」から第3幕

全部がそれである。

しかもその中で，ファウストは恋い焦がれるヘレナとの恋愛を成就するばかりか，あまつ

さえ結婚までした挙句，恐れ入ったことにオィフォーリナソという男子までもうけてしまう

のである。

この破天荒な行状が観衆の好奇心を握んで離すはずがない。
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ゲーテの劇作家としての巧みさに舌を巻かずにはいられない。

③時代誤刺
落語や漫才といった笑いを売り物とするエソターテイメソトが，笑いを創るためいわゆる

「ドタバタ」の方法に拠ることは珍らしくない。しかし「ドタバタ」には、見えすいた誇張

やわざとらしさがすけて見えてしまうので，笑いに空虚さがこびりついてしまう。自然にご

みあげる健全な笑いは，方法や内容の違いはあっても，支配的，権力的なものへの批判を基

本とする課刺や皮肉から生まれるものである。

「ファウスト」には全曲至るところにこの支配的，権力的なものへの痛烈な批判が塗り込

められていて，時としてニヤリとした笑いで留飲を下げさせられ，また時には「やったノ」

と腹からの笑いを抑い切れなかったりする。

「悲劇第1部」夜の場のファウストの冒頭のせりふからしてそれである。
、　　　、　　　、　　　、　　　、　　　、　　　、　　　、　　　、　　　、　　　　　　、　　　、　　　、　　　、

「ああ！おれは，哲学も，／法学も，医学も／それによけいなことに，神学までも」

（354行～356行）（傍点は筆者）

　　　　　　　　　’u神学」がこれを聞けばどんなに気嫌を損ねることだろう。

「書斉の場」で，ファウストとメフィストとの賭けが成立した後，ファウストが旅支度を

している間，ファウストに変装したメフィストが弟子入り志願のうぶな学生と交わす対話は，

権威主義的大学に対する痛快極まりない批判となっていることは，つとに広く知られている

ところである¢例えば，

「毎日，5時間講義がある。／鐘が鳴ったらすぐに教室へ入る，／前もってよく予習を
「L　　、　　「L　　、　　、

して，／一節一節よく調べておく。／すると，あとではっきりわかるが，／先生は本に
、　　、　　　、　　　、　　　、　　、　　　、　　　、　　　、　　、　　　、　　　「」　　、　　　、　　　「」

あること以外は何も言わぬものだ。」（1956行～1961行）（傍点は筆者）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、uその神学という学問はどうかというと，／道を誤るのを避けることが，じつにむつか

しいのだ。／神学のなかには，かくされた毒素がたくさん入っているが，／その毒が，

薬とほとんど見分けがつかんのだ。／まあ，そのさいも，最善のみちはといえば，ただ

ひとりの先生について，／その先生の言葉を信じて疑わぬことだ。」（1984行～1989行）

このように抜き書きを始めると，とめどもなくなる。

「魔女の厨」での魔女の唱える「魔女の九九」に対するメフィストの批評もふるっている。

「あれには，わたしもずいぶん時間をつぶしました。／だって，およそ辻褄の合わない

ことは，／馬鹿なものにも利口なものにも，同じように神妙に聞こえますからね。／あ

のやり方は，古くて新しいんです。／三位一体とか一体三位とかいって，真実の代りに

嘘をひろめる，／これはいつの時代にもある同じ手口です，」（2556行～2562行）

「散歩」の場では，こうそリグレートヒェソに贈った装身具を牧師が持っていってしまっ

たことに腹をたてたメフィストのせりふがこれまた振るっている。
いさ愚つ

「坊主は，経緯をろくすっぽ聞きもしないうちに，／代物を見ただけで，よだれをたら

しやがった。／言いも言ったり。『それはそれは，ご奇特なことノ／欲を捨ててこそ，

益があるというもの。お寺の胃袋はいたっで丈夫，／これまでしたたか地所を呑み込ん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　なｾが，／ついぞ食べ過ぎたということはない。／ご婦人方よ，不義の宝を／消化せるの

は，ただお寺だけじゃわ』」（2832行～2840行）
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このような謁刺によって惹き起こされる笑いが，観衆にSpaBを与えることは言うまでも

なかろう。

（4）その他奇想天外のアイデァ，修辞法など

観衆の心をとらえて離さぬ要素に奇想天外な思いつきがある。例えば，賭けが成立してメ

フィストがファウストを書斉から連れ出す時，メフィストはなんと∫空飛ぶマソトを使うの

である。さしずめヘリコプターだと思えば，今日ではさして奇抜とも感じられないが，これ

が200年も前のことだということを考慮に入れれば，この奇抜さは観衆を十分楽しませるも

のたり得たであろう。

さらに驚くべきことは，フラスコやレトルトの中から人造人間を創り出すというアイデア

である。この奇想天外な発想が観衆に与えるイγパクトの強烈さはあらためて言うまでもな

かろう。

さらに，湧き溢れるイマジネイションを形あるものとする詩的文体と入念に練られた修辞

法については，文字どおり「詩聖」の名にふさわしいものがある。これが登場人物それぞれ

の明確なキャラクターと見事な対応を見せていて，それがまた独特なSpaBを産みだしてい

るといえる。

ま　と　め

以上，ゲーテの「ファウスト」は，飽くまでも演じられ，観られ，そして享受される，

SpaBを本領とするドラマであるという点に焦点をしぼって考察した。こういう観点から見

ると「ファウスト」は「難解で，退屈」だというレッテルが，「痛快で面白い」というレッ

テルに貼りかえられねばならないだろう。

「本当の演目に残る作品，つまりテーマがきわめて普遍的で，劇場に最も普遍的な芸術を

扱う機会を保証してくれる戯曲というの庶ドイツには殆どない。じつのところrファウス

ト』だけだ。」と言うブレヒトあ言葉は，この作品が，時代を超えて常に新鮮な生命力を持

って甦る古典だということを述べているものと理解できるが，それは，観衆に蓋きることの

ない豊かなSpaBを与え続ける作品のみが持つ特性であろう。

注

｛1｝柴田翔：「ゲーテrファウスト」を読む」岩波セミナーブックス11，1985，P．4．

②「エツカーマンとの対話」1827年5月6日　山下肇訳参照。

｛3｝道家忠道：「ファウス｝とゲー一テ」郁文堂，1979，E94～95．

〔4｝小票浩：「人間ゲーテ」岩波新書46，1979，P．187，

⑤小西悟：rrファウスト」r劇場での前芝居」に見るゲーテの芸術・文学論」，「人文学報」第200

号，1988年，P．68～69，「座長はr群衆を楽しませ（behagen）たい」という。ではbehagenと

は・どういうことなめか。座長がこの言葉を使うとき彼にとっては，芝居の目的は明らかに人び

とを〈楽しませる〉ことである。庶民大衆にとってr生きる」ことがかくも厳しい営みであるか

らこそ，彼らには〈楽しみ〉が必要なのである。したがうて，その楽しみは，心地よい，ゆった

りした気分の楽しみであり，〈気晴らし＞SpaBでなければならない。それにまた，，，a11es　frisch
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und　neu　und　mit　Bedeutung　auch　gefallig“であることが望ましい。そのようであって初めて，

人びとをbehagenさせることができる。ここにはゲーテの文学観・芸術観があらわれていよう。

文学・演劇は，何よりもまず人を楽しませるものでなけれぽならない。（中略）道化はこれを”

SpaB　machen”という言葉におきかえる。（中略）SpaB　machenこそ，まさに一時の気晴らし，

息抜きであって，毎日を厳しぐ生きている庶民大衆のものであろう。」

以上の見解もまさに卓見であり，啓発されるところが多い。
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